
                        令 和 2 年 ３月１６日（月） 
                        神埼市立仁比山小学校 第 33 号 

                                  （文責） 校長 田﨑 幸子 

学校目標 ふるさとを愛し、共に学び、心豊かにたくましく生きる「仁比山っ子」の育成 

にこにこ笑顔であいさつ いっしょうけんめい無言で掃除をする やさしさいっぱいなかよくする子 

まじめにこつこつ勉強する子 ○っ  こころと体をきたえ 進んで運動する子 

 

令和元年度も残りわずかです。登下校で、学習で、学校行事で、地域で、

その他いろいろなかたちで仁比山小を支え・応援していただきました。本

当にお世話になりました。ありがとうございました。 

これまでの感謝の気持ちを伝えるために、２月１８日（火）、「感謝を

伝える会」を行いました。当日は、お忙しい中に３５名の皆様に足を運ん

でいただきました。体育館では、最初に 1年生から感謝の気持ちを込めて

キーホルダーを渡し、代表の子どもがお礼の言葉を述べ、一緒に歌を歌い

ました。その後、集会委員会の読み聞かせ（平和について）を聞いていた

だいて、会を閉じました。 

子どもたちは、たくさんの方々のお陰で楽しく充実した学習ができるこ

とをあらためて知り、感謝の気持ちを表現することができました。これか

らも、仁比山小に・子どもたちに力を貸していただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

 

 

環境ボランティア委員会が花を植えたプランターを、お世話になってい

る郵便局や駐在所、もみじの湯に持っていきました。お世話になった施設に

置くことで地域の方にも見ていただきたいと思います。 

  

 ２月１９日（水）、鳥栖工業高校（建築科

３年生６名）からミニ水車をいただきまし

た。これは、仁比山小学校にかつてあった学

校のシンボル「夢の水車」をイメージしたミ

ニ水車です。 

 当日の昼休み、「贈呈式」を開き、全校児

童に作ったいきさつや作り方、水車の動かし方など教えていただきまし

た。 大事にしていこうと、本校職員が台座を制作し、現在、このミニ水

車は玄関前においています。来校の際、ぜひ、ご覧ください。（裏面に新聞記事） 

 



 

西日本新聞  令和２年２月２０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


